　静電気の利用
　　　年　　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　.

静電気から、電気の正体にせまろう
静電気で電球はつくのだろうか？
◎ライデン瓶に静電気をたくさんため、どのくらいパワーがあるか確かめよう。

・豆電球は　（　　　　　　　　　　　　　）

・蛍光灯は　（　　　　　　　　　　　　　）

・ネオン管は（　　　　　　　　　　　　　）
☆実験のような結果になったのは，たまっていた静電気の正体が（　　　　　　　）であったから。（だろう）
◎静電気がたまっているところに，いろいろな物をつないで，道をつくると，そこに（　　　　　　　　　　　　　　　　）
☆　「電気の流れ」を略して（　　　　　　　）という。

静電気をためて電気の正体を見よう
①　静電気をためる道具を準備しよう

A.アルミホイル、ビニル袋、アルミホイルの順に敷いたもの。
B.プラスチックコップに，アルミホイルを巻いたもの2つ重ねて、間に「ベロ」をつけたもの。
（この道具をライデンビンといい「フランクリン」という先輩が雷が電気かどうか調べるのに使ったと言われます）
②　塩ビ管とティッシュで静電気をためよう。
③　A.のアルミホイル同士、B.の外のアルミホイルとベロを導線でつないでみよう。

→　つなごうと導線を近づけたときに、（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　
→　これは、（　　　　　　　　）中に電気が流れている様子である。

☆電気の正体は、詳しい調査によると（　　　　　　　　　）という粒子の流れである。

（
）・・・電気を通しやすいもの。物質中を（　　　　　　）が自由に動ける。

（
）・・・電気を通しにくいもの。物質中を（　　　　　　　）が自由に動けない。
☆静電気は、（　　　　　　）をこすりあわせたりしたときに、（　　　　　　　　）がどちらかの物質に大量に移動して起こる。
電気の正体はどの物質にも含まれる　　　　　　という小さな粒子であった。
ネオン管の場合で図を書いておこう








